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Dear JAIST Graduates, how have you been?
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修了生の皆さん、お元気ですか

　今年もまた皆さんにこのお便り

を出す季節になりました。石川県

では、今年の冬は例年に比べると

雪の降る回数が多く、これまでに

既に６回以上も降りました。と

いっても、雪の量そのものが多い

というわけではありませんし、雪

が降ると、大学の周りや金沢市内

の兼六園などは雪化粧で大変美しくなり、私はこの季節が好

きです。皆さんのお国では今年の冬はいかがですか。

　さて、今年は�����にとって特別な年です。�����が創設さ

れたのが１９９０年ですから、今年は２０周年を迎えます。２０周年

記念のいろいろなイベントを考えていますが、その中には世

界コンピュータゲームオリンピックの開催があります。これ

は情報科学研究科の飯田教授が中心に準備をしています。飯

田教授は、日本の伝統的ゲームである将棋のプロの棋士とし

て活躍した後で学者になったという異例の経歴の持ち主で

す。この他にも、記念シンポジウムや講演会などの多くのイ

ベントが予定されています。海外にいる皆さんを対象にした

イベントも計画していますが、詳細はホームページなどでお

知らせします。

　今年が特別な年であるもう一つの理由があります。今から

６年前に、日本の国立大学は法人化され、それまで以上に独

立性を増し、独自の経営を行うことが出来るようになりまし

た。もちろん、大学の運営経費の大部分は国民からの税金で

賄われており、大学をどのように経営するのかという計画を

提出し、どのような結果が出たかを報告し評価をうけること

になっています。第１期の計画期間は今年の３月で終了し、

４月から２回目の計画期間がはじまります。このような意味

で、我々は今年を�����の２回目の誕生年として考え、世界
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Dear JAIST Graduates, how have you been?／修了生の皆さん、お元気ですか
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トップレベルの大学院になることを目標として、教育や研究

をより一層レベルの高いものにするつもりです。�

　２００９年度も�����では多くのことがありました。教員たち

は研究を活発に行い、多くの優れた研究成果を出しました。

これらについては、�����のホームページや各教授のホーム

ページなどを見てください。教育関係では、修士課程の英語

化を進めました。これまで博士後期課程については、講

義は英語で行ってきましたが、修士課程についても英語のみ

により修了が出来るように準備を行い、既にそれをスタート

した研究科もあります。１、２年後には全ての研究科で修士

から博士まで一貫して英語のみによる学位の取得が可能に

なり、�����がより海外に開かれた大学になります。もち

ろん、留学生諸君には是非日本語を学習し、日本文化を

理解し日本の生活を楽しんでもらいたいと思っていますし、

帰国してからの日本とのビジネスなどに役立ててほしい

と考えています。一昨年から経済産業省のアジア人財プログ

ラムを実施していますが、その中では修士２年間で日本語能

力試験１級の資格を取得するための日本語教育も実施し

ています。�

　本年度は、外国大学との連携を以前にも増して活発に行い

ました。これまでも実績のあるベトナム国家大学とのデュア

ル教育プログラムに続いて、フィンランドのオウル大学、中

国の天津大学、タイのチュラロンコン大学、インドのデリー

大学とのデュアル学位プログラムもスタートしました。それ

ぞれの大学からの学生が�����での研究生活を始めました。

�����はますます国際化を進めていきますが、それを組織と

して支えているのが国際戦略室やグローバルコミュニケー

ションセンターです。また、諸君も在学中はお世話になった

と思いますが、ボランティアの日本語教育の先生方や地域の

ボランティアの皆さんの支援がなければ、ここまでやってこ

れなかったと考えます。

　今年が�����の第２の創設期であることは既に述べました

が、それに向けて�����は大きく飛躍しようとしています。

研究や教育の一層のレベルアップはもちろんですが、それを

支える大学院教育開発センターの新設、東京キャンパスの品

川への移転、新しい研究センターの開設などの多くのことを

計画しています。海外で活躍する諸君にとって、誇らしい母

校であり続けようと努力しています。来年度の諸君へのお便

りには具体的なことを述べますので、楽しみに待っていてく

ださい。�

　最後に、諸君のますますの活躍を心よりお祈りいたします

と同時に、諸君からのお便りも待っています。

��������������������学長　片山　卓也
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JAIST's Global Reach／JAISTの国際化戦略
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　グローバル社会は、ビジネスの国際的拡張と世界を繋ぐ

科学技術の発展、そして地球的課題に関する共通意識の設

定等を通して、加速的に形成されています。この新しい枠

組みの中で、教育機関は世界を対象とした貢献を求められ

ています。北陸先端科学技術大学院大学は、新時代における

教育機関のあるべき姿を求めて、世界で活躍できる人材育

成のための教育プログラムの実施、より多くの留学生の受け

入れ、国際的な共同研究の促進、国際的な教育イベントの

開催、そして海外の大学と共同で学生の教育に当たるデュ

アル・ディグリー・プログラムの開発に積極的に取り組んで

います。

　平成２１年度は文部科学省から本学の「国際的な教育プログ

ラムの構築」事業への資金提供を利用してフィンランドのオ

ウル大学をはじめとして、天津大学（中国）、デリー大学（イ

ンド）、チュラロンコン大学（タイ）とのデュアル・ディグ

リー・プログラムを開発し、平成２２年度には、同資金の更新

を利用して、欧州の諸大学とのプログラムの開発を計画して

います。共同研究を主要な目的とする学術交流も平成２２年１

月現在で７７の協定校があり、本学で学ぶ留学生数も２３０名を

超えています。グローバル社会における高等教育の新しい展

開を導く旗手として本学が認知されるよう、今後より一層の

国際化へ向けての取り組みが強化されて行きます。JAISTの

外国人卒業生の皆さんがまかれた国際化の種は、着実に開花

しようとしています。

JAIST's Global Reach

JAIST国際化戦略 
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Special Feature／キャリア支援室長に聞くJAISTにおける抱負・JAIST修了生へのメッセージ

Q1.本学では新教育プランがスタートしていま

す。キャリア目標に応じた人材養成の戦略的展

開が期待されておりますが、キャリア支援室長

のお考えをお聞かせ下さい。

Q1. JAIST initiated the New Education 

Plan two years ago. It is expected to 

promote strategically the human resource 

development responding to each student's 

career goal. Please tell us what you , as 

the Director of the Career Support Office, 

think about it.
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　平成２０年度に本学が文部科学省に提案した「キャリア目

標に応じた人材養成の戦略的展開」構想が、同省の科学技

術振興調整費の「イノベーション創出若手研究人材養成」

プログラムに採択されました。�����の再構築された教育

システム「新教育プラン」とほぼ同時期のスタートとなり

ました。

　このプログラムでは、多様なキャリア形成をめざした新教育

プランを土台に、博士後期課程学生とポスドク若手研究人材を

対象に、連携企業と協働して開発する実践プログラム（長期に

わたる企業との共同研究の一種）を実施します。博士号を取得

する若手研究者が、狭い分野にとらわれることなく、異分野・

融合分野へ挑戦し、革新的・創造的成果を生み出せる人材とな

るように、�����ではコミュニケーション力の育成に力を入れ

ます。めざすところは、博士人材が、みずから自身の可能

性・卓越性を発見し、それをさらに開拓できる素地を育成する

ことです。

　大学院在学中に、博士人材として基礎学力・専門力を身に

つけることはもちろん必須のことです。そして、博士人材は

小さな成功体験として学位論文を仕上げます。しかし、今の

日本の博士人材教育に対して、「それだけでいいのか、ひょっ

とすると博士人材を狭い殻の中に閉じ込めてしまう結果に

なっていないか、広く世界へ打って出るための方向付けや多

角的な視点を育んでいるか」という問題提起があります。こ

のプログラムには、博士人材が実社会に出て社会・人類に

とって幸となる創造的な仕事を為すために、常に変革する社

会の中で自身の立ち位置の認識、自身の研究を次のフェーズ

へ昇華していく力を養ってもらおうという目標があります。

この仕掛けを、大学院教育の中に植え付けておこうという取

り組みでもあります。

　博士人材は、ある意味で、まだ研究者の卵というべきで

しょう。彼らが大学院を巣立っていって、彼ら自身で自己を

Special Feature : Interview with Dr. Masahiko Tomitori
キャリア支援室長に聞くJAISTにおける抱負・JAIST修了生へのメッセージ 

JAIST修了生へ向けメッセージを発信。今号では長年JAISTで活躍するキャリア支援室長でマテリアルサイエンス研
究科 教授の富取 正彦先生にお話をお伺いしました。

〈キャリア支援室長〉
富取　正彦　教 授
（マテリアルサイエンス研究科）
１９８２年 東京工業大学理学修士、１９８６年 東京工業
大学理学博士
専門分野：表面科学、走査型トンネル顕微鏡法
／電子分光による表面構造と電子物性の研究、
ナノ力学等
Masahiko Tomitori , Professor
（School of Materials Science） 
as of the Director of the Career Support Office
Degrees：M.S.（１９８２）, Ph.D.（１９８６） from Tokyo Institute 
of Technology
Professional Career：Visiting Scholar at Lawrence 
Berkeley Laboratory, University of California （１９９１）
Specialities : Surface Science, Solid State Physics, 
Nano Mechanics
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Q2. JAIST has sent capable young researchers and 

engineers out into the world in 20 years since the 

opening of the institute. What are your expectations 

and hope for them ?
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Q3. Please tell us some unforgettable episodes of the 

graduates you have taken care of. In addition, please 

tell us your thoughts about the development of JAIST 

as an international graduate institute.
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磨くための視点を身につけて欲しい、少なくともそれを方向

付けられた記憶を持って�����を巣立っていって欲しい、と

の願いがあります。

Q2.開学以来20年の間に、JAISTは様々な分野に優秀な若手

研究者・技術者を世界中に送り出してきました。先生が彼ら

に期待するもの、望むものをお聞かせ下さい。

　大学や大学院は「学問を身につける、学問を実践する、より

強固な学問を構築する」ための最高学府であり、学問の下、色々

な人が集まり通りすぎていく場です。社会における最大の使命

は学問を通じた人材育成です。それを、最先端科学技術分野で

の世界レベルの研究を背景として、大学院全体で組織的に実践

しようというのが�����です。�����の成果は、社会に出て社会・

人類の発展に貢献しようとしている�����の卒業生、あなた方

そのものです。

　�����での何年間かの勉学・研究で身につけた学問・スキル、

ものの考え方を活用し、さらには発展させて下さい。また、あ

る意味で深遠なミッションのもとで活動している�����のこと

を時々は思い出して下さい。そして、「人類の未来に繋がるよ

うな」という気持ちでクリエーティブな仕事にどんどん挑戦し

て下さい。また、それを応援する仲間が�����にいることを忘

れないで下さい。

Q3.今まで指導された修了生に関して思い出に残るエピソー

ドをお聞かせ下さい。また、JAISTの国際的大学院としての

今後の発展に関して、先生の教員としてのお考えをお聞かせ

下さい。

　様々なタイプの学生が巣立っていきました。研究室配属の後、

なかなか研究に没頭できていない学生も少なからずいました。

そんな中で、何かある瞬間を境として、急に研究にのめり込ん

でいく学生をみました。彼らの状況や個性も違い、また、その

切っ掛けも必ずしも高尚なことばかりではないのも事実です

が、その何かを見いだすのが「教員の資質」なのかなと考えさせ

られます。自分で進んで行く喜び、に勝る原動力はないので

しょうね。その結果、人はどんどん伸びていく気がします。そ

んな切っ掛けを見つけるのは難しいですし、偶発的なことなの

でしょう。しかし、そういうところが、ある意味、教育の面白

さでもあるのでしょう。

　�����は創設以来２０年ほどですが、留学生の割合や外国人教

員の数は急速に増えています。�����の門戸は広く世界に開か

れていくべきですし、大学で培われる先端科学技術やそれを土

台とした創造的活動に国境などあり得ないでしょう。ただ、展

開が急速なだけに、�����が留学生や海外の研究者を受け入れ

るための環境作りへのさらなる努力を怠ってはならないで

しょう。�����は都会の便利さが享受できない土地に建てられ

ています。これは不利な点ともいわれますが、世界の広さに比

べれば、逆にこの場で人々が密接に活動できるチャンスでもあ

ると思います。そんな�����の“狭さ”を活かした交流の場を

作ってみたいですね。

Special Feature／キャリア支援室長に聞くJAISTにおける抱負・JAIST修了生へのメッセージ
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JAIST New Education Plan has been started
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Events commemorating the ２０th anniversary are 
planning through this year ２０１０
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JAIST新教育プランを始動

　今日、大学院修了者への期待と社会環境は大きく変わり、

学生各々の意識や経歴も多種多様になっています。

　「将来の社会で必要な資質能力とは何か。」、「もっと学生の

夢の実現に向けた教育を大切にする大学院大学でありた

い。」との真剣な議論の結果、「新教育プラン」が取りまとめら

れ、平成２０年度入学者からこの教育プランに基づき学生本位

の教育体制が始まっています。

　学生一人ひとりのキャリア目標の実現を支援する、これが

「�����新教育プラン」の基本です。学部時代とは別の分野

で学びたい人、実践力を備えた技術者として活躍したい人、

産業界や研究の世界で羽ばたくために博士号を目指す人、

学部３年終了後すぐに先端的研究の世界に飛び込みたい

人…、�����は多様なキャリア目標に対応したプログラム

を提供して、将来の夢や希望の実現を力強くサポートしま

す。給費制奨学金の創設、海外経験や長期インターンシッ

プ等の機会の積極的な活用など、トップレベルの支援策を

用意しています。

（「新教育プラン」パンフレットの片山学長の紹介文より抜粋）

開学２０周年を迎え
趣々の記念行事を開催予定
　北陸先端科学技術大学院大学は、２０１０年１０月に開学２０周年を

迎えます。これを記念して、２０１０年９月２４日から９日間に渡り、

����（���������	��
��	��������������	�������）との共同イベ

ントとして、コンピュータチェス世界選手権、コンピュータオ

リンピアード、ゲーム情報学国際会議を開催します。このイベ

ントは日本国内での開催は初となるもので、旧石川県庁をリ

ニューアルして造られた「しいのき迎賓館」を会場として開催

される予定です。昨年１０月には����の会長デービッド・レビー

博士が来学し、イベント開催に関する契約の調印式を行いまし

た。調印式で、片山学長は「開学２０周年の節目の年であり、そ

の記念事業の一環として、このイベント

を開催できることは喜ばしい。」と挨拶を

述べ、続いて、デービット会長は「このイ

ベントを、�����と共同で歴史と伝統の

ある金沢で開催できることは光栄であ

り感謝している。」と述べました。

　開学２０周年を記念して、その他様々な

記念行事が本学を中心に開催される予

定です。

JAIST News
JAIST ニュース 
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Largest Ever Attendees for Social Gathering 
Party with International Students  
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留学生との交流会を盛大に開催

　１２月１５日、石川ハイテク交流センターにて、「留学生との

交流会」が開催されました。この交流会は、本学で学ぶ留学

生を激励し、教職員及び地域住民の方々との交流を深める機

会をもってもらおうと、毎年開催されているものです。例年

以上の賑わいで、総勢３００人以上が参加しました。留学生、

教職員に加え、研究員やチューター、留学生のご家族のほか、

来賓として協力企業の皆様にもご出席いただきました。今年

は、台湾料理や韓国の宮中料理、ベトナム風ちまきなど、留

学生から提供された珍しい料理に参加者たちは舌鼓を打っ

ていました。

　新入生の代表者が「先進的な物事を学び、自分の人生経験

を増やして行きたい。」と、強い決意がこもった挨拶を行いま

した。また、全留学生の代表者から「研究の進め方や日本で

の楽しい過ごし方を新入生にアドバイスしていきたい。」と

先輩らしい一言がありました。
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The Message from Alumnus／同窓生からのメッセージ
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�����の皆さんへ

　私は、初めて�����へやって来

た時のことをはっきりと覚えて

います。それはまだ学生になる

前のことでした。�����で梅本教

授の指導の下で研究していたブ

ラジル人の友人のマルセロ・マ

ケイド君が、私に�����と金沢を

見せてくれました。雄大な自然

と素晴らしい人々、全ての雰囲

気がとても気に入りました。そ

の訪問の後、私は�����への入学

を決意し、幸運にも梅本教授が

私の指導教員となること引き受

けて下さいました。

　�����に関して素晴らしい思

い出が沢山あります。とても短い期間でしたが、素晴らしい

友達を作ることができました。それは私の妻も同じでした。

ブラジルへ帰った後、私達は�����が恋しくてなりませんで

した。幸運にもインターネットのおかげで、友達との連絡は

とても簡単になりました。数ヶ月前、嬉しくなるような驚き

がありました。まだ�����に在籍していた多くの友達からの

写真やメッセージの着いたボードを受け取りました。寛大な

心で皆を助けるためなら何でもする研究室の友人、岩月俊二

さん、ありがとう。

　私たちの二歳の息子、ノアムは辰口芳珠病院で生まれまし

た。彼がもう少し大きくなったら、いつか彼が生まれた場所

を訪れるために、日本に連れて行くことを計画しています。

五歳の娘、ナオミもまたいつか石川を訪れたがっています。

彼女はいつも遊んでいた素晴らしい公園と雪を忘れていま

せん。子供達は今、日本語、ブラジル語のバイリンガルの保

育園に通っています。おかげで日本の慣習を忘れることなく、

日本語を習い続けることができています。

　ブラジルへ帰った直後、私はフカピという技術研究機関に

就職しました。フカピはいわゆる分析、研究、技術刷新セン

ターです。マナウスにあり１�５００人の従業員を有する民間の会

社です。私は改善と新規事業開拓の分野で、研究者として働

いています。また、フカピのビジネスインキュベーターを統

括し、大学と大学院課程での講師も勤めています。５名の研

究者によって構成されている私たちの研究センターは、重要

な改善を目的としたイベントや私達の都市の改善や発展に

関する公共政策の方針に強い影響をもたらしています。

�����で学んだ全てのことが、私のキャリアにとても役立っ

ています。授業の教え方や学位論文での学生の指導の仕方に

関しての問いにも効果的な方法を教えて下さった梅本教授

を始め他の先生方にとても感謝しています。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																	
















���������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������ 同窓生からのメッセージ

��������	
����
�����
����������������
�������		
����	��		������	��	�������������	����

（���������	２００８）
デ�ソウザ��エウレー�ギ�マランエス��メネゼス　さん

知識科学研究科博士後期課程（２００８年９月）
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　私にとって�����での３度目の冬が

来ました。　�����の忙しい研究者達に

とっては「光陰矢のごとし」ということ

でしょうが、私にとっては、ここの何も

かもが好きになるのに十分な長さでし

た。�����には優秀な教授陣、終日開い

ている図書館、研究室内の個別の空間、

そして多くの奨学金制度が整っていま

す。これら全てが私を研究に集中させて

くれます。そして何と言っても金沢、

はっきりとした四季をみせる素晴らし

い街です。春の桜、夏のビーチ、秋の紅

葉、そして冬の温泉、本当に楽しみです。

最後にぜひ指摘したいのは、�����が世界中の国際会議へ参加

する機会を私に与えてくれたことです。今でも、香港への最初

の旅行を覚えています。私の大好きな言葉は「達成可能な目標は自

己改善の最初のステップ�」です。美しい風景と楽しい環境が、

私の勤勉さと精神修養の支えとなっていると確信しています。

　大学は、私たちが関心を持っている

事柄を追求するための多くの機会を与

えてくれます。私は多くの期待をもっ

て�����へやって来ました。そして、嬉

しいことに�����のコースは、期待を裏

切るものではありませんでした。�����

は、職場で自分の大きな目標を追求す

るために必要な知識と経験を与えてく

れました。�����は本当にとても親しみ易

く、素晴らしい教育環境を備えています。

　多くの技術的教育なステップがある

中で、�����は指導するうえで異なった

アプローチを用いています。それは産

業との連携です。�����と産業との共同

研究、そして研究センターの設備は非常に役立ちます。�����

は素晴らしい技術教育を提供してくれるであろうことは分

かっていましたが、コースを修了することで身に付けること

ができた他の全ての能力は予想以上のものでした。正確な記

憶能力よりもさらに重要なことは、問題解決に向けての一般

的なアプローチであることを学びました。

　今、私は以前の環境とは異なる環境におかれていると思って

います。今は、理論的、実践的知識をえるために全てのエネル

ギーを傾けることができます。�����は私に、独自にコンピュー

ターネットワークの問題を解決する新しい方法を考え、それらを

最新の設備を用いて実行に移すことを教えてくれました。私は、

�����における研究活動が非常に速いペースで進んでいること

に気づきました。そのペースに合わせてゆくことは時々とても

大変なことかもしれませんが、それが世界中で進んでいる近代的

な研究のペースに対処するのに必要な真の情熱の表れと言えます。

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																	
















��������������������������������������������������� 在校生の声

Students' Voice／在校生の声

��������	
���　�������	
�
（１�������	�
���
��
����
���	�
����
����������	�����
���）

鞠　洪麗　さん（中国）
（知識科学研究科�博士後期課程１年）

�������	
����������	��������������������
�（１�������	�
���
��
����
���	�
�����
��������	
���
��	
���）
タリック��ムハマッド�イムラン�さん（パキスタン）
（情報科学研究科�博士後期課程１年）
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Japan Society for the Promotion of Science (JSPS) Invitation Programs
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Japan Student Services Organization (JASSO) Follow-up Research Fellowship
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JASSO Follow-up Research Guidance

� ��������		
�����
���	���������
��������������	�
���
�	
�

������������	
�������
���
���
�������������	��
�����
�	����	�����

�����������	
�
	
���
���
����
	
�������������	�
���
�����
���	�
��	����

�������	�
�����������
�������
�������������	�
�
���	������
	��	��
��	

����������	�
��������������	��������������	
�

� ���������	���
��
���	����������������������	
���
����������
�������

��������

�����������	
���	�	
���������������������	
�

�

日本学術振興会外国人研究者招へい事業

　独立行政法人日本学術振興会は、学術の国際協力を推進す

るため、外国人研究者を我が国に招へいする事業を行ってい

ます。主なものを３つ紹介します。これらの事業への申請方
法は、受入研究者が所属機関を通して申請する方法と外国人

研究者が自国の推薦機関を通して申請する方法の２通りがあ
ります。詳しくは、各事業のホームページをご覧下さい。

○外国人特別研究員
　諸外国の若手研究者に対し、日本の大学等において日本側

受入研究者の指導のもとに共同して研究に従事する機会を提

供するものです。

　詳しくは、日本学術振興会のホームページ

（�����������	
�
����	��	���������������）をご覧ください。

○外国人招へい研究者（長期）
　この事業は、我が国の研究者が外国人研究者を長期間招へ

いし、協力して研究を行うことを目的としています。

　詳しくは、日本学術振興会のホームページ

（�����������	
�
����	��	������
�������）をご覧ください。

○外国人招へい研究者（短期）
　この事業は、優れた研究業績を有する外国人研究者を短期

間招へいし、我が国の研究者との討議・意見交換・講演等を

通じて関係分野の研究の発展に寄与することを目的としてい

ます。

　詳しくは、日本学術振興会のホームページ

（�����������	
�
����	��	������
�������）をご覧ください。

帰国外国人留学生短期研究制度

　独立行政法人日本学生支援機構（�����）は、アジア、中南

米、中東、アフリカ等の開発途上国・地域から日本へ留学し、

現在、自国において教育、学術研究又は行政の分野で活躍し

ている者に対し、日本の大学において、当該大学の研究者と

共に短期研究を行う機会を提供する事業を行っています。

　詳しくは、日本学生支援機構のホームページ

（�����������	
������	����������	
�������
�）をご覧ください。

帰国外国人留学生研究指導事業

　�����は、日本での留学を終了し、帰国後自国の大学等高

等教育機関及び学術研究機関で教育、研究活動に従事してい

る者に対し、日本における留学時の指導教員等を現地に派遣

して行わせる研究指導、並びに、研究者及び学生等に対する

セミナー開催等の事業実施に対して支援を行っています。

　詳しくは以下の������のホームページをご覧ください。

�����������	
������	������
��������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																	�����������������
















��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
















��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 研究員制度の紹介

INFORMATION FOR ALUMNI／修了生へのお知らせ
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Chart １：�������	
��������	���������������������
��������	
����１��２０１０

表１：出身国別学生数
平成２２年１月１日現在

Cumulative Total
合計

Research Student, etc
研究生等

Doctoral Programs
博士後期課程

Master's Programs
博士前期課程

１１２１８１６７８中国China
６２８３１２３ベトナムVietnam
１１０７４大韓民国Korea
４１２１台湾Taiwan
５１４０バングラデシュBangladesh
１２５３４タイThailand
５２２１ミャンマーMyanmar
６０６０マレーシアMalaysia
１２１０１１インドIndia
１０１０フィンランドFinland
１１００ブルネイBrunei
２０２０パキスタンPakistan
１０１０メキシコMexico
１００１ギリシャGreece
５０５０エジプトEgypt
３０３０チュニジアTunisia
１１００イタリアItaly
１０１０フランスFrance
１００１インドネシアIndonesia
１０１０ドイツGermany
１１００マルタMalta
１００１オーストラリアAustralia
２４９３９８５１２５合計Total

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																	
















�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																	��������������������������������������������������� 留学生データ

DATA／データ

Chart２：�������	
��������	��������������������
表２：出身地域別留学生数

中 南 米　1人 

中 近 東　10人 

欧 　 州　6人 

アフリカ　0人 

ア ジ ア　231人 

オセアニア　1人 

総数　249人 
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アメリカで２０数年滞在した後、去年５月に�����に加わりました。
この素晴らしい大学院大学の国際化のために仕事ができること
を光栄に思っています。皆さんのような優秀な卒業生に支えら
れて、�����はグローバル化時代の科学技術の教育と研究におけ
る真のリーダーとなる道を着実に歩んでいます。皆さんの母校
のより一層の発展のために力を合わせて行きましょう。（��）

The following faculty members newly jointed JAIST 
School of Knowledge Science
����������	
����������
�
� ������
�������������	
������������

����������	
�����
�������������

School of Information Science
��������	
��������	�����	������	 ��������	
�������	���������	��������������

��������	
���	����
����
�����
������ �������	
����
��������������
��

����������	
�����
���
��������� �����������	
����
	��
������������

School of Materials Science
����������	
�����
������������������� ����������	
�����
�����������������

����������	
�����
����������

Others
��������	
��������	��������	���������������	�
�	�����	�����������������������	
���	���������	����������

��������	
��������	�����	������	��������������	�
��������

��������	
���	����
���������
����	���������	
����	��	���	�����	������������

The following faculty members left JAIST
School of Knowledge Science
����������	
��
���������������� ��������	
�������	���������	���
�
��������	
����	����

����������	
�����
�������������������������	　� ����������	
�����
��������������
�������

����������	
�����
����������
�������� ����������	
�����
������������������������	�
��

School of Information Science
��������	
��������	����	������	���������� ��������	
��������	����	������	�������������	


����������	
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����������������
��������	 
��������	��������	������	��������	�
�����

����������	
�����
���������������
�������

School of Material Science
����������	
�
�

�������������������� �����		���
�����
����������	������

��������	
���	����
������
�����
�	�������

採用された教員：
知識科学研究科
日高　一義　教授� 白肌　邦生　助教
得木　　理　助教
情報科学研究科
田中　穂積　特任教授� 知念　賢一　特任准教授
リム　アズマン　オスマン　准教授�池田　　心　准教授
矢竹　健朗　特任助教� 宮内　良太　助教
マテリアルサイエンス研究科
新妻　潤一　助教� 坂本　　隆　助教
チェン　ファン　助教
その他
山本　和義　特任教授　先端科学技術研究調査センター
和佐野哲男　特任教授　インターネット研究センター
プライニング　ノルベルト　准教授　先端融合領域研究院

退職された教員：
知識科学研究科
近藤　修司　教授� 小林　俊哉　特任准教授
末永　　聡　助教� 三浦　元喜　助教
マ　ティエジュ　助教� 山本　智幸　助教
情報科学研究科
岸　　知二　特任教授� デザ　ミシェル　マリー　特任教授
永田　裕一　助教� 知念　賢一　助教
菅原　英子　助教
マテリアルサイエンス研究科
片山　信一　教授� 辻本　和雄　教授
栗栖　牧生　教授

International Affairs Section, International Office, Japan Advanced Institute of Science and Technology （JAIST）
１‐１ Asahidai, Nomi, Ishikawa ９２３‐１２９２, JAPAN
〒９２３‐１２９２  石川県能美市旭台１‐１　北陸先端科学技術大学院大学　国際戦略室国際戦略係
E-mail: kokusai@jaist.ac.jp   Phone：+８１‐７６１‐５１‐１９４５   Fax：+８１‐７６１‐５１‐１９５９
※Please refer to the JAIST web page to check the exact reference and e-mail address after Fiscal Year 2010 started.
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教員の異動

（2009.3.31～2010.1.1）

JAIST UP DATE／JAIST近況報告

JAIST Alumni Website
北陸先端科学技術大学院大学同窓生ホームページのお知らせ

http://www.alumni.jaist.ac.jp/
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本学では、世界中の修了生の皆様との交流を図るために
���上に同窓生ホームページを開設いたしました。
下記の���にアクセスし、ご登録いただきますようよろし
くお願いいたします。
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�����	����	����


